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日本共産党
松江市議団
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地質調査所「日本地質構造図、日本地質アトラス（第２版）」1/300万
による新第三紀の逆断層（三角形は断層面の傾斜方向を示す）

徳山ほか（2001）「日本周辺海域中新世最末期以降の構造発達史」
による逆断層（三角形は断層面の傾斜方向を示す）

後期更新世以降の活動を評価する区間
敷地前面海域の主な断層

地質調査所「広域海底地質図」1/100万による断層、
伏在断層および推定断層
地質調査所「海底地質図」1/20万による断層、
伏在断層および推定断層

活断層
最大規模の津波想定のためのグルーピング

国交省断層

島根原子力発電所
活断層地図

2016年春季号新しい松江 議会報告版

発行
連絡先
電話

日本共産党松江市議会議員団
〒690-0846　松江市末次町86松江市役所内
0852-55-5440（議員団代表＝片寄直行）

戦争法廃止・原発再稼働NO!

片寄 直行片寄 直行
松江市議会議員

活
断
層
の
連
続
性
・
連
動
性
の
徹
底
調
査
を
！

　
福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
。

安
全
な
原
発
な
ど
あ
り
え
ま

せ
ん
。
使
用
済
み
核
燃
料
の

再
処
理
や
処
分
の
具
体
策
も

決
ま
っ
て
い
な
い
中
、
再
稼

働
な
ど
論
外
で
す
。
共
産
党

議
員
団
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
切
り
か
え
る
政
治
決

断
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
活
断
層
は
な
い
」
と
し
て

原
発
が
建
設
さ
れ
た
も
の
の
、

検
討
す
る
ご
と
に
活
断
層
は

伸
び
て
い
る
の
が
実
態
。
海

域
の
鳥
取
沖
西
部
断
層
・
鳥

取
沖
東
部
断
層
が
連
動
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以

上
、
新
第
三
紀
の
地
層
で
は

繋
が
っ
て
い
る
宍
道
断
層
と

の
連
動
性
を
考
え
る
の
は
当

然
。
宍
道
断
層
の
延
伸
の
徹

底
調
査
と
連
動
性
の
検
討
を

求
め
て
い
ま
す
。

「
平
和
都
市
宣
言
」と
戦
争
法
は
相
容
れ
な
い

２月議会報告する市議団

　
松
江
市
は
「
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
戦

争
法
に
つ
い
て
共
産
党
議
員

団
は
、
松
浦
正
敬
市
長
に
対

し
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
最
高
責
任
者
と
し
て
、

戦
争
法
撤
回
を
主
張
す
べ
き

と
、
議
会
の
度
に
主
張
し
て

き
ま
し
た
。

　
松
浦
市
長
は
「
防
衛
や
外

交
は
、
国
の
責
任
で
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
答
え
る
立

場
に
は
な
い
」
と
し
な
が
ら

も
、「
国
民
の
納
得
が
得
ら
れ

る
よ
う
国
会
で
議
論
を
」
と

答
弁
し
て
い
ま
す
。
美
保
基

地
は
、
世
界
中
の
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
危
険
な
窓
口
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
平
和

こ
そ
大
切
、
憲
法
９
条
守
れ

と
議
会
で
訴
え
て
い
ま
す
。

中国電力株式会社「島根原子力発電所敷地周辺海域の活断層評価（「日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書」を踏まえた活断層評価）」（平成27年11月20日）より抜粋、一部加筆

原子力規制庁へ要請する議員団
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高
す
ぎ
る
国
保
料
。
し
か
し
、
黒
字

分
が
５
億
８
千
万
円
も
基
金
に
た
め
こ

ま
れ
て
い
ま
す
。
国
の
支
援
を
求
め
、

基
金
の
取
り
崩
し
や
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
出
し
に
よ
っ
て
国
保
料
の
引
き
下

げ
を
求
め
ま
し
た
。
保
険
料
滞
納
世
帯

の
子
ど
も
の
保
険
証
が
数
か
月
、
市
役

所
に
留
め
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
４
月
か
ら
は
解
消
さ
せ
、
無
保
険
状

態
を
な
く
し
ま
し
た
。

国
保
料
の
引
き
下
げ
を
！

子
ど
も
の
無
保
険
状
態
を
解
消
さ
せ
る

　
活
断
層
の
専
門
家
を
招
い
て
学
習
・

研
修
会
を
実
施
。
島
根
半
島
に
分
布
す

る
重
力
異
常
図
の
解
明
を
行
い
、
宍
道

断
層
の
東
端
が
美
保
関
町
下
宇
部
尾
よ

り
さ
ら
に
東
に
延
び
る
可
能
性
を
学
び

議
会
論
戦
に
い
か
し
ま
し
た
。
ま
た
島

根
原
発
周
辺
の
海
岸
の
波
食
棚
や
海
食

崖
を
現
地
調
査
。
こ
れ
ら
は
断
層
性
隆

起
の
証
拠
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。

海
岸
の
岩
で
活
断
層
の
時
代
背
景
が
わ
か
る

　
現
在
、
小
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
、
国
の
制

度
と
し
て
拡
充
を
求
め
る
と
と
も
に
、

市
独
自
の
制
度
と
し
て
中
学
校
卒
業
ま

で
実
施
す
る
よ
う
に
主
張
し
て
い
ま
す
。

要
求
し
て
き
た
、
婚
姻
歴
の
な
い
一
人

親
に
保
育
料
の
み
な
し
寡
婦
控
除
適
用

に
つ
い
て
、
市
は
前
向
き
に
検
討
す
る

と
約
束
し
ま
し
た
。
保
育
か
ら
子
ど
も

の
貧
困
対
策
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
た
教
育
な
ど
、
安
心
の
子
育

て
の
た
め
に
声
を
届
け
ま
す
。

「
子
育
て
日
本
一
」に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
を

市民の安心・安全、暮らしを守って
　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
結
10
年
。
中
海

で
の
赤
貝
復
活
は
明
る
い
情
報
で
す
が
、

全
体
の
漁
獲
高
は
４
３
９
ト
ン
（
10
年

前
）
が
１
２
０
ト
ン
（
２
０
１
４
年
）

と
大
幅
に
減
少
。
森
山
堤
防
の
60
ｍ
開

削
程
度
で
は
不
十
分
で
す
。
水
質
の
改

善
や
漁
業
の
復
活
、
中
海
と
周
辺
地
域

の
振
興
の
た
め
に
、
行
政
や
学
者
、
研

究
者
、
漁
業
者
な
ど
で
本
格
的
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
く
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

中
海
の
自
然
再
生
で
、地
域
振
興
を

　
松
江
市
の
水
道
料
は
平
成
27
年
一
月

か
ら
引
き
上
げ
、
旧
町
村
地
域
の
簡
易

水
道
は
平
成
23
年
か
ら
25
年
に
か
け
て

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

度
か
ら
の
簡
易
水
道
と
上
水
道
の
統
合

で
再
度
の
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
尾
原
ダ
ム
か
ら
の
受
水
の
う
ち

３
割
の
使
わ
な
い
水
代
ま
で
市
民
負
担

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
善
さ
せ
る
た

め
島
根
県
や
国
に
対
し
て
も
対
策
を
求

め
て
い
ま
す
。

高
す
ぎ
る
水
道
料
負
担
軽
減
を
国
へ
も
要
請

拡がる子どもの医療費無料化

大田市、雲南市、安来市（平成
28年４月実施予定）、奥出雲町、
飯南町、美郷町、邑南町、津和
野町、西ノ島町、知夫村

福島原発の現状と課題を調査。福
島第一原発を後方に望む

女性議員の会で、子育てで頑張る
兵庫県明石市を訪問し研修

平成28年度に向けて、41項目の
市民の願いを予算要望

自然再生に取り組む中海の現状を
枕木山から視察

専門家を招き、島根原発や島根半
島の活断層、地質を調査

●中学校卒業まで無料
島根県下
の状況

吉賀町は高校卒業まで
無料化実施

　
市
職
員
の
構
成
は
正
職
員
１
５
７
５

人
、非
正
規
職
員
は
１
１
９
７
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
非
正
規
職
員
は
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼

ば
れ
る
階
層
で
す
。
指
定
管
理
制
度
で

の
保
育
所
職
員
の
処
遇
も
劣
悪
で
す
。

行
財
政
改
革
で
年
齢
構
成
も
歪
に
な
っ

て
お
り
、必
要
な
職
員
は
増
や
す
こ
と
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
で
非
正
規
雇
用
の

処
遇
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

非
正
規
雇
用
市
職
員
の
改
善
を

い
び
つ


